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今月の花 

 ユーカリ 

花言葉 

『再生. 思い出』 
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ケアマネからの豆知識 

 

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば 

ぜ
ひ
一
度
、
花
も
め
ん
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

60 Иΰ ͻ  

1 2,500 ֑ Э  

ש     і 
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ϥᴊ ש  
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☎ Ǆ Ǆ  

↑ ͻ 

₥ ƸƸ 

ͻ ԝ 住み慣れた自宅での生活を送るＫさん～Part２～ 

 退院して１ヵ月が過ぎ、痰がらみの咳、喘鳴であったりと少

しずつきかれてきた。ある日の日中、訪問時には特に変わった

ような様子は見受けられていないが、声掛けするがなかなか起

きず、ずっと眠っている。サービスの終了前にやっと起きられ、

食事を摂るとまた眠られる。夕方、訪問すると悪寒あり。身体

が熱く、熱を測ると 38.9℃であった。呼吸も苦しそうであっ

たため、救急搬送となりそのまま入院された。検査の結果、誤

嚥性肺炎であることがわかった。症状も落ち着き、病院では自

宅での生活は難しいのではと出ていたが、Ｋさんへ『家に帰り

ますか？』と聞くと病院の看護師も見たことが 

ない、満面の笑みであった。何度、きつい 

思いをしても自宅での生活がＫさんにとって 

の安心して心休める居場所なんだなと実感した。 

 

  

サ
ク
セ
ス
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
道 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
フ
よ
り 

PART② 

毎日、午後から 

行なっています。 

●足が軽くなった 

●皮膚の乾燥が気に

ならなくなった 

●香りは分かりにくい

が雰囲気がいい 

などの声を頂いてい

ます。これからの季

節、冷え症の方には

おすすめです！ 

 週に 6 回デイサービスを利用されているＴさん。かなり認知症が進行していますが、時々冗談も

言われ、明るい方です。なかなかあん堵で入浴してもらえず苦戦しています。毎日、毎日・・・入

浴の促しに拒否されますが、あの手この手で話をして入浴へと話を持ちかけます。すると、返って

くる返事が「家では入ります」「隣がお風呂屋さんだもん」です。でも、数か月に 1，2 回は成功し

ます。この時の職員の喜び、また翌日の連絡帳には息子さんの驚きと喜びで 

いっぱいです。ご本人も「ありがとう！気持ちよかった～！」と言われます。 

Ｔさんが入浴されないのにはしっかりとした理由があるはずです。それをスタ 

ッフでミーティングしながら気持ちよく安心してあん堵で入浴していただける 

よう努力し続けます。月に1回入浴が目標です。 

   

消防署の指導の元、避難訓練を行いました。高齢の上に認知

症があると避難するということが大変です。火災だけではな

く、水風害と災害は色々あります。いざという時、私達スタ

ッフは冷静に利用者様を無事に避難させることができるよ

う訓練を積み重ねていきたいと思います。 

サ
ク
セ
ス
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
は
・
・
・ 

  

成
功
加
齢
、
幸
せ
な
老
後
、
健
全
老
化
を
表

し
た
言
葉
・
考
え
方
で
す
。 

男
性
に
多
い
「
命
令
病
」 

老
化
を
早
め
る
大
き
な
外
的
因
子
に
生
活
習

慣
病
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
高
齢
男
性
に
時

折
み
ら
れ
る
の
が
「
命
令
病
」
で
す
。
男
子
と

し
て
生
ま
れ
育
ち
生
活
し
て
い
く
中
で
、
次
第

に
身
に
つ
く
病
気
で
す
。
幼
少
期
か
ら
身
の
回

り
の
こ
と
は
母
親
に
任
せ
き
り
で
、
年
を
と
る

に
し
た
が
い
社
会
で
も
目
下
の
者
に
命
令
す

れ
ば
何
で
も
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
、
命
令
癖
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
メ
タ
ボ
な
ど

の
生
活
習
慣
病
は
、
こ
う
し
た
命
令
病
に
よ
る

無
動
も
原
因
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
糖
尿
病
の
人
は
認
知
症
に
な
り
や
す
い
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
適
度
な
運
動
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
正
体
重
の
維

持
、
飲
酒
や
喫
煙
の
制
限
が
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
、
健
康
寿
命
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！ 
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「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
よ
る
障
害
の
捉
え
方
」 

 
 
 
 
 

リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム 

松
永 

佳
子
先
生 

「
致
知
」 

木
鶏
ク
ラ
ブ 

「
パ
ン
が
輝
く
か
ど
う
か
は
作
る
人
の
人
間
性
」
を
読
ん
で 

★経験者優遇 

★通勤手当あり 

9月9日に大阪で、森先生の教室に 

参加してきました。ゆらぎ体操は、鍛

える体操ではありません。逆に緊張し

た筋肉や関節を緩めて柔らかくする体

操です。しかも、誰でも、どこでも、

いつでも、簡単にできる体操です。 

だから続けられると思います。 

 私は、朝起きてから、こわばった体

を柔らかくするために、ゆらぎ体操を

毎朝行います。背筋がシャキッとして

出勤します。また、寝る前は、一日中

緊張した体や全身の関節を柔らかくし

て寝ます。毎日やっていると、やらな

い日は、体が何となく違和感がある感

じです。有り難いことに、ひどい凝性

ですが、知らぬ間に肩こりを感じなく

なっています。もちろん、股関節や骨

盤の動きもよくなってきます。皆さん

も是非一緒にやりましょう！！ デイりんどうにて 

 

目
の
前
の
自
分
の
仕
事
だ
け
に
集
中
し
す
ぎ
る
と
視
界
が
狭

く
な
っ
て
周
囲
の
変
化
に
も
気
づ
か
な
い
。
視
界
を
広
げ
サ
ッ

と
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
、
言
わ
れ
る
前
に
察
し
て
先
回
り

し
て
対
応
す
る
こ
と
で
仕
事
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
ま
た
円
滑
に

進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
。
何
か
問
題
が
起
き
た
時
は
「
自

分
は
知
ら
な
い
」「
他
の
人
が
悪
い
」
と
言
う
の
で
は
な
く
他
人

の
せ
い
に
せ
ず
自
分
に
矢
印
を
向
け
て
処
理
し
て
い
く
心
構
え

が
必
要
だ
と
考
え
る
。「
自
反
尽
己
」
物
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

時
は
皆
様
の
お
か
げ
。
事
が
滞
る
時
は
自
分
が
蒔
い
た
種
。
自

分
の
落
ち
度
と
か
え
り
み
る
。
私
も
自
反
尽
己
を
心
が
け
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
田 

智
子
（
花
も
め
ん
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
は
、
総
仕
上
げ
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に

つ
い
て
よ
り
詳
し
く
松
永
先
生
よ
り
研
修

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ア
セ
メ
ン
ト
と

は
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
情
報
は
チ
ー
ム
全
体
で
共
有
さ

れ
な
け
れ
ば
よ
り
よ
い
ケ
ア
は
で
き
ま
せ

ん
。
多
く
の
情
報
を
得
る
た
め
に
は
「
気
づ

く
こ
と
」
で
す
。「
気
づ
き
」
と
は
、
想
像

力
を
働
か
せ
る
こ
と
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

私
は
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
は
予
測
で

き
る
力
と
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。常
に

Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
考
え
方
を
意
識
し
て
、利
用
者
様

を
観
察
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
を
私
達
介

護
職
は
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ

ま
し
た
。
偏
っ
た
観
察
で
は
な
く
、
多
面
的 

な
観
察
を
行
い
、
多
く
の
情
報
の
中
か
ら
真
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る 

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
又
、
画
一
的
な
プ
ラ 

ン
が
多
い
こ
と
も
ご
指
摘
を
受
け
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て 

耳
が
痛
い
思
い
で
し
た
。
今
回
は
松
永
先
生
に
喝
を
い
れ
て
頂 

き
、
心
新
た
に
致
し
ま
し
た
。 
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